口繪解説（記主禪師特輯號） by 前田, 聽瑞
ロ
繪
解
説
觀
經
定
善
義
聞
書
(
金
澤
丈
庫
藏
)
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前
田
聽
瑞
近
頃
快
事
の
一
は
金
澤
文
庫
に
對
す
る
學
界
の
關
心
、こ
そ
の
探
閲
攻
究
で
あ
る
。
同
丈
庫
は
そ
の
昔
北
條
氏
が
武
藏
國
久
良
岐
郡
金
澤
の
稱
名
寺
境
内
に
建
つ
る
所
。
佛
天
の
加
詰
す
る
所
か
、
今
徇
ほ
學
界
未
知
の
無
價
の
文
献
を
珍
藏
す
、こ
云
へ
ば
、
そ
の
探
閲
攻
究
の
勝
業
に
し
て
成
滿
し
た
ら
ば
、
そ
の
吾
人
を
裨
釜
す
る
や
蓋
し
夥
大
で
あ
ら
う
。
今
回
吾
が
佛
教
專
門
學
校
教
授
並
に
學
生
等
の
金
澤
文
庫
捜
探
は
法
縁
淺
か
ら
す
埒
宗
第
三
詛
然
阿
良
忠
上
人
に
關
す
る
未
知
の
文
献
を
數
多
く
授
か
つ
た
。
茲
に
口
繪
,こ
し
て
羯
げ
た
「
觀
經
定
善
義
聞
書
」
(
下
卷
奥
書
)
は
即
ち
そ
の
一
。
本
書
は
楮
紙
、
大
和
綴
、
上
下
二
卷
、
古
香
滿
紙
、
こ
れ
固
よ
り
然
公
の
弟
子
良
聖
の
手
記
す
る
所
な
る
も
、
亦
た
今
然
阿
良
忠
上
人
に
値
ひ
奉
る
の
概
が
あ
る
。
建
長
七
年
乙
卯
三
月
讀
了
。
中
聞
日
數
三
十
六
日
。
除
闕
日
八
日
之
定
也
。
同
聞
衆
五
十
人
。
能
化
然
阿
彌
陀
佛
生
年
五
十
七
也
.
抑
"此
定
善
義
者
建
長
六
年
十
二
月
廿
日
。被
談
始
.。
良
聖
依
年
始
歳
末
之
念
劇
等
不
會
九
日
是
則
同
正
月
四
日
己
後
檀
水
想
觀
終
之
時
也
。
良
聖
生
年
二
十
二
歳
。
闕
日
八
日
者
所
謂
十
二
月
廿
九
日
晦
日
正
月
=
一日
同
十
五
日
同
廿
二
三
日
同
廿
八
日
是
也
。
談
處
下
總
國
匝
瑳
飯
塚
御
庄
内
松
崎
郷
輻
島
村
也
。
以
上
は
然
公
の
直
弟
隔良
聖
の
自
ら
記
す
る
所
、
如
何
に
然
公
か
そ
の
茜
深
の
禪
慧
を
以
て
教
化
的
活
動
に
力
精
し
た
る
を
景
仰
せ
し
む
る
の
み
な
ら
す
、
併
せ
て
然
公
其
人
の
偉
大
を
顯
彰
し
來
る
、
弟
子
良
聖
の
力
最
も
多
き
に
居
る
を
.
推
奬
禁
す
る
能
は
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
頃
ろ
金
澤
文
庫
探
搜
の
際
幸
に
眼
福
を
惠
ま
れ
た
る
觀
經
玄
義
分
聞
書
(
二
卷
)
・
論
註
聞
書
(
上
卷
)
・
往
生
禮
讃
聞
書
(
一
卷
)群
疑
論
見
聞
(
七
卷
)等
も
皆
良
聖
の
手
記
に
か
㌧
る
も
の
。
良
聖
の
傳
は
遺
憾
な
が
ら
今
日
之
を
明
か
に
し
得
な
い
が
、
こ
れ
等
の
文
献
は
良
聖
其
人
が
少
壯
よ
り
然
公
常
侍
の
高
足
・こ
し
て
多
聞
筆
受
の
生
活
を
遞
つ
た
こ
、こ
を
確
か
め
得
る
倔
竟
の
資
料
だ
。
思
ふ
に
良
聖
は
天
資
重
厚
、
篤
學
不
倦
、
然
公
の
高
足
九
り
し
が
、
絡
に
大
に
顯
は
れ
す
し
て
逝
き
し
も
の
」
如
く
、
恐
ら
く
當
時
に
在
つ
て
は
良
曉
・
奪
觀
・
慈
心
・
性
眞
・
禮
阿
・
道
光
等
の
諸
法
將
.こ
雁
行
英
を
聯
ね
た
上
足
た
り
し
に
相
違
な
く
、
否
、
こ
れ
等
の
法
將
に
比
し
て
更
に
幾
籌
を
踰
え
て
ゐ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
近
く
閨
宗
は
然
公
六
百
五
十
年
大
滾
忌
を
邀
へ
ん
・こ
す
。
吾
等
は
淨
土
宗
徒
ご
し
て
然
公
を
永
久
に
禮
讃
し
記
念
し
奉
る
べ
き
重
大
の
理
由
・こ
責
任
・こ
を
感
す
る
。
そ
の
奉
賛
の
方
法
は
≡
二
に
し
て
足
ら
ざ
ら
ん
も
、
吾
等
は
協
力
同
心
、
大
方
の
援
護
を
得
て
然
公
に
關
す
る
金
澤
文
庫
本
を
速
か
に
硫
究
し
刊
行
し
て
斯
界
に
贈
る
の
塞
-に
出
で
ん
こ
・こ
を
念
願
し
て
止
ま
な
い
。
然
公
を
禮
讃
し
記
念
し
奉
る
可
き
も
の
、
こ
の
擧
に
於
て
最
も
然
り
s
す
る
。
絡
り
に
、
こ
の
口
繪
は
吾
が
佛
教
專
門
學
校
學
生
岼
井
俊
映
君
が
去
夏
金
澤
文
庫
に
遊
ん
で
撮
り
た
る
も
の
。
記
し
て
以
て
同
君
の
勞
を
多
ε
す
る
ε
同
時
に
、
そ
の
志
の
殊
勝
な
る
こ
、こ
を
嘉
稱
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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